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研究成果の概要（和文）：農村の農業効率性とwell-beingに関し研究を行った。①地域として明確な連携実績や
活力があるような地域ほど幸福度（well-being）が高い傾向にある。②農業・農村の持続可能性の評価は
well-beingによって可能であり、当該地域、関連人口のwell-beingが関係する。③エシカル消費を意識したフレ
ーミング、ナッジメッセージは有効である。④ヒトの行動は、利己的ではなく、利他的であることを考慮すべき
である。⑤農地集積を進めるためには、アイデンティティと信頼の考慮が欠かせない。公平性には信頼を醸成し
なければならない。⑥畜産の規模拡大には地域との共存が欠かせず、信頼の構築が必要である。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the relationship between agricultural efficiency and 
well-being in rural area. 1)The more activity and longer cooperation with consumer in area is the 
higher score of every well-being indicator. 2) Sustainability of rural and agriculture is able to be
 evaluated by the concept of well-being. 3) In terms of sales strategy, the framing and nudge 
message about environment, animal welfare is effectiveness. 4)About consumer’s food buying 
behavior, it’s important to consider the character of altruistic. 5)Non-economic factors (identity 
and trust) are crucial importance in case of farmland accumulation. 6) In case of enlargement of 
cattle farm, it’s need to realize the coexistence and to build trust with the farmers and 
non-farmers in the rural area.

研究分野： 農業経済

キーワード： well-being　非経済要因　アイデンティティ　信頼
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研究成果の学術的意義や社会的意義
農業効率化は規模拡大で為されるが、それが成就するためには、非経済要因の考慮が欠かせないことを示した。
また、効用に替わる指標としてwell-being（幸福度）の有用性を示した。これまで不十分だった農業、農村にお
ける社会経済要因の分析に大いに寄与している。また、これらの成果を考慮することで、より現実の問題に即し
た効果的な政策がなされ、農業・農村問題の解決への道筋を示すことができ、社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

わが国は TPP11 を受け入れ、いずれ完全な自由貿易の状況下になると予想され、農業生

産は今以上に輸入農産物との競争に晒されることになる。一方で、農村においては、人口減

少の加速化、高齢化が進展し疲弊感は増すばかりである。わが国の農業が生き残るためには、

効率化（規模の拡大等）が必須の条件であるといわれる。しかしながら、疲弊する農村の状

況下で、どのようなことを為せば良いのか。経済条件を考慮するだけでは不十分であること

は、これまでの農地集積の研究より知られている。しかし、非経済要因をどのように分析す

るかは十分にはなされていない。 
 
２．研究の目的 

わが国の農業、農村が残存するために、疲弊感が増す農村で、効率化（規模の拡大等）を

どう進めればよいのか、可能な要件を非経済要因に焦点を当て、見いだすことが研究目的で

ある。より現実的に、エコンとしてのヒトではなく、ヒューマンとしてのヒトの行動を想定

し、農業効率化を図ること、それは農地の集積、法人化、共同化、販売を進めることに他な

らないが、農村の well-being とどのように関係するのか、高めるのだろうか。逆に、well-

being を高める効率化はどう進めればよいのか、非経済要因を明確にしながら検討すること

である。 
 
３．研究の方法 

(1) 幸福度（subjective well-being）の概念と指標化の検討について、効用理論との関係を

検討するため、古典派以降、新古典派、行動経済学に至る主要文献のサーベイを行った。 

(2) 幸福度（subjective well-being）指標を作成し、3 地域の町、市の農村部を対象に、集落

ごとのアンケート調査を実施した。アンケートを回収後、各指標のスコアを幾何平均算出し

て、対象地域間の平均スコアについての考察及び統計処理をして、比較、検討を行った。 

(3) 農業・農村の持続可能性の概念と幸福度（subjective well-being）の概念の整合性につ

いて、Sustainable Development の起源以降の関係する文献のサーベイを実施した。 

(4) 販売戦略について、エシカル消費を進める事例を分析した。また、機能性食品の購買行

動について、ナッジメッセージを含む選択実験を行い、差別化戦略を考察した。 

(5) 消費者が利己的、利他的な購買行動を取るかどうかについて、web アンケートを実施し、

多変量解析（主成分分析）で利己要因、利他要因を抽出し、購入パターンで検証した。 

(6) 農地の集積に関する意向を分析するために、アイデンティティ経済学の理論、山岸の信

頼理論に基づくアンケート項目を設定し、ラダリング法より基盤整備事業対象農家の悉皆

調査を実施し、結果を分析した。 

(7) 大規模畜産農家の市場出荷データより、主体間関係の存在を見いだし、当該農家へのヒ

アリングを実施した、ラダリング法による要因の解明を行った。 
 
４．研究成果 

(1) QOL、well-being の理論、概念整理と検討について、Subjective well-being として幸福

度を取り上げ主観的幸福度と効用理論の関係性 について、A.Smith 以降の経済理論、効用

理論について検討した、新古典派以降の効用理論は数学化し意味が矮小化して関連性がな

くなることを示したが、A.Sen のケーパビリティ概念とは整合性がある。（廣政（2019）） 

(2)主観的幸福度指標の実証と地域間比較、幸福度指標の集落アンケート実施した３市町村



について、主観的総合幸福度、幸福度要因、生活満足度の各項目の数値を統計的な検定を行

い、比較、考察した。地域として、明確な特産物や産消連携の組織的取り組みを長年やって

いて、活力がある地域ほど、総合的な幸福度は高く、幸福要因、各種の生活満足度も高くな

ることが明らかとなった。（廣政（2019）） 

(3）農業・農村の持続可能性（Sustainable rural area ,Sustainable Agriculture）の評価は、

経済、社会、環境の 3 つのトライアングル評価で行えることを示し、効用に代わる well-

being による評価となること。その評価は、当該地域の農家及び非農家の住民、また、多面

的機能を享受する関係人口の well-being が向上にあることを示した。（小田切・中嶋（2022）、

廣政（2022）） 

(4）近年のエシカル消費の意識の高まりは、well-being の観点から主観的な生き方に関わる

ため重要となる。環境、動物福祉等に配慮した農産物の販売は共感を呼ぶフレーミングなど

によって強化できる。機能性等の農産物販売はナッジメッセージが有効なことを選択実験

より明らかにしバックキャスティング思考が重要であるとした。（岡（2022）、中嶋（2022）） 

(5)ヒトの購買行動は必ずしも利己的ではなく、利他的も十分に配慮しているため、応援消

費ができるアピールが重要である。（投稿中） 

(6）農地集積は経済効率性の追求であるが、非経済要因の考慮が不可欠である。アイデンテ

ィティ経済学の概念を用い、また、信頼は幸福度の規定要因であり、効率性を引き出す要因

であることから、山岸のフレームワークを用い、貸し手と借り手の実証分析を行った。経済

合理性を凌駕するイエ規範、ムラ規範があり、能力と意図に対する信頼が検証され、農地集

積に影響を与えていること。イエ規範、ムラ規範の行動基準と自己利益のバランスが公平性

を生み出していることを示した。（井上・廣政・中嶋（2021）） 

(7) 大規模畜産農家の存立要因は、経済効率だけでなく、地域との共存は避けられないこ

と。つまり地域の well-being の形成に役立つかを考慮することなしに経営効率化がないこ

と。市場販売でも相手を意図、信頼しない販売はないことを示した。（井上・廣政・中嶋（2022）） 

以上のように規模拡大により効率化を図るためには、非経済要因の考慮が欠かせないこと

をヒューマンの行動から示した。また、規模拡大を為した経営体がどのような販売戦略をと

れば良いかも示した。効用に替わる well-being（幸福度）の概念付け、指標化、適用可能性

についても示した。 
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